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今後の研究計画

我々の研究目標はトリプレットW代数や非ユニタリーVirasoro頂点素超代数
の例を通して非有理的な頂点作用素代数の加群のテンソル圏の性質を理解すること
である. 我々はこれまでの研究で,頂点作用素の変形手法を導入し,直既約Virasoro
加群に定まる対数的カップリングと呼ばれる不変量や, トリプレットW代数の射
影加群の構造を調べた [1, 2]. さらに, この手法を用いて [3]で予想されていた非ユ
ニタリーVirasoro頂点素超代数のフュージョン則に証明を与えた [4]. この変形手
法は, 物理学の繰り込み群の理論から着想を得ており, 頂点作用素代数の理論にお
いて, これまでにはなかった新しい手法である. トリプレットW代数や非ユニタ
リー Virasoro頂点素超代数以外の頂点作用素代数にも, この手法は応用できると
考えられる. 我々はこの変形手法を用いて, 以下を達成することを目標とする.

• トリプレットW代数Wp+,p−の加群が成すフュージョン則の構造の決定

• 非ユニタリーVirasoro頂点素超代数のテンソル圏のリジデティの証明

我々はこれまでの研究 [5]で, Rasmussen [6]やGaberdiel, Runkel, Wood [7]により
予想されていたトリプレットW代数Wp+,p− の非半単純なフュージョン則に証明
を与え, 非半単純なフュージョン環を導出したが, 全ての加群の間のテンソル積の
構造は決定できていない. 頂点作用素の変形手法を用いることにより, 加群の間の
テンソル積構造が明らかになると期待できる. 非ユニタリーVirasoro頂点素超代
数に関しては, テンソル圏がリジッドであると予想されている [8]. 頂点作用素が成
す相関関数の解析的な性質を我々の変形手法を用いて調べることにより, テンソル
圏のリジデティを示せると期待できる.
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